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平
成
30
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算

問
財
政
課
（
☎
82
・
１
３
０
５
／
IP
☎
88
・
９
０
７
１
）

「宇陀市を変えたい！」と全力で取り組む日々の中
で強く実感していることは、宇陀市を取り巻く

情勢に大きな変化が起きつつあるということです。
　そして、この変化の波に機敏に対応できれば、大い
なる可能性と未来を引き寄せることができると感じて
います。

変 化の波には、医師不足、少子化に伴う教育施設の
再編、県立高校の再編といった一見大ピンチと思

える状況もたくさんあります。また、その反対にインバ
ウンド観光のように大きなチャンスもあります。

こ の流れを広い視野で俯瞰し、新たな方向性を見
据えて果敢にチャレンジすることではじめて、

これらのチャンスを生かし、またピンチをチャンスに
変えることができます。

私 の役割は、市をそうした挑戦する組織にしてい
くことだと考えています。重要な情報をしっか

りとらえ、情熱と責任感を持って、何事にもチャレン
ジする組織にしてまいります。

今回の補正予算では、これまでの計画に基づく政策的
な新規・継続事業をはじめ、新たな政策の実現に向け、
特にそれらの企画立案するための費用を計上しました

　公共交通網新制度設計調査研究
(430千円 )

市内全域へ公共交通網を敷く検討のため、公共交通施策を
積極的に実施している市町村への視察、制度設計のための
研修会の開催

　地域情報化推進事業
(490千円 )

光ファイバー網を活用した遠隔医療、うだチャンの番組内
容の充実など、住民生活向上に資する地域情報化計画の策
定に向けた調査研究のため、フォーラム等へ参加

　ふるさと納税を活用した
　　住民のまちづくり推進事業　　　(410千円 )

ふるさと納税を活用して、非営利活動法人等の活動資金を
支援する制度設計やノウハウを習得するため、先進地視察・
研修を実施

　プログラミング教育の導入に伴う
　　　調査・研究　　　　　　　　(1,957千円 )

2020 年度からの小学校でのプログラミング教育の必修化に
先立ち、2019 年度からの実施に向けて、研修会やモデル校
における実践研究を実施

　働く子育て世代の図書館利用の充実
(1,475千円 )

親が仕事帰りに子どもと図書館を利用できるよう、試験的
に 8 月～ 10 月までの期間、午後 8 時まで延長し開館
また延長時間内での「お話会」を開催
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　薬草栽培調査研究
(660千円 )

大和当帰のほかに新たな栽培品種（セネガ、
甘茶）を見出し、薬草栽培の活性化を図る

　障がい者が暮らしやすい
　　まちづくり推進事業　　　　　　(382千円 )

物理的・精神的バリアフリー化を進め、障がい者が暮らし
やすいまちを目指し、市障害者地域自立支援協議会の活性
化（先進地視察）、職員等の研修を実施

　地域医療体制整備検討
(290千円 )

医師不足への対応をはじめ、今後の地域医療体制について
有識者、医療関係者と協議

　宇陀市産木材を活用した
　　市営住宅等建設事業調査　　　　(303千円 )

子育て世代の定住促進策として宇陀市産木材を活用した市
営住宅等の整備に向け、木造住宅の耐久性・耐火性の向上・
コスト抑制の取り組みなど先進地の視察調査

　インバウンド観光状況調査
(1,380千円 )

外国人観光客（インバウンド観光）の誘客に必要な Wi-Fi
環境、キャッシュレス、多言語表記等に関する状況調査

■不育治療費助成事業
　　　(100千円 )

不育治療費に要する本人負担
費用の助成

主な新規事業

■災害時医薬救護活動用
　　医薬備蓄品配備事業

　　　　(620千円 )
宇陀地区医師会との災害時医
療救護活動についての協定に
基づく医療、救護活動に必要
な備蓄医薬品の配備

■獣肉利活用施設運営団体選定事業
　　　(600千円 )

農林業被害対策の一環として捕獲されたシカ・イノ
シシの適切な処理と有効活用を行う獣肉利活用施設
の運営団体を公募

■宇陀川公園整備事業　　(4,800千円 )
旧榛原町庁舎跡地での公園整備に係る実施設計

■宿泊事業者誘致事業
　　及び公園整備事業　(15,000千円 )

交差点、道路整備等に係る測量・設計費

■東榛原市民農園災害復旧工事
■天満台南緑地災害復旧工事

　(165,000千円 )
昨年の台風 21 号による被害箇所の復旧工事

■榛原駅前整備事業
　　　　　　(68,880千円 )

事業用地の取得、取得に伴う不動産鑑定

■街なみ環境整備事業
　　（春日門公園整備）

　(27,142千円 )
春日門跡周辺の公園整備に
伴う、建物・土地の購入、
工事

歳入歳出それぞれ 512,305 千円を追加
補正後の今年度の歳入歳出予算総額は
それぞれ 17,872,305 千円となりました
　「広報うだ」5 月号に掲載した平成 30 年度の当初予算は、
4 月に市長選挙を控えていたことから、経常的経費を中心
とした「骨格予算」としての予算編成でした。
　今回の補正予算では、新市長の政策を盛り込んだ最初の
本格予算として編成し、市議会 6 月定例会において可決
されました。

これまでの
計画に基づく

主な継続事業

これらの
新たな政策に
取り組みます
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豊
か
な
山
が
も
た
ら
す
獣
肉
を
地
域
の
資
源
に

獣
肉
利
活
用
事
業
に
係
る 

　
　
　
　
　 

運
営
団
体
を
公
募

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
農
林
課
（
☎
82
・
３
６
７
９
／
IP
☎
88
・
９
０
９
０
）

【
公
募
内
容
】
宇
陀
市
獣
肉
利
活
用
施

設
の
設
置
と
有
効
活
用
を
図
り
、

そ
れ
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
最
大

限
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
団
体

【
対
象
】
次
の
方
を
構
成
員
と
し
て
、

新
た
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
設
立
す
る

こ
と
が
可
能
な
団
体

○
同
施
設
運
営
に
意
欲
の
あ
る
方

　
（
意
欲
の
あ
る
団
体
の
代
表
者
）

○
建
設
用
地
を
選
定
し
た
地
区
の
自

治
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方

○
建
設
用
地
を
選
定
し
た
地
区
の
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ

た
方

○
猟
友
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
方

【
応
募
方
法
】
要
領
等
に
基
づ
き
、
応

募
書
類
に
て
応
募
。
要
綱
等
は
窓

口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　
市
で
は
、
農
林
業
被
害
対
策
の
一
環
と
し
て
、
捕
獲
さ
れ
た

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
を
地
域
の
資
源
と
し
て
有
効
活
用
す
る
た
め
、

獣
肉
利
活
用
施
設
の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
地
域
の
活
性
化
施
設
と
し
て
周
辺
地
域
の
発

展
も
期
待
で
き
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、

獣
肉
利
活
用
施
設
の
設
置
地
域
と
運
営
主
体
と
な
る
団
体
の
選

定
を
行
い
ま
す
。

【
募
集
期
間
】
８
月
6
日
（
月
）
～

10
月
31
日
（
水
）

宇
陀
市
の
伝
統
産
業
「
毛
皮
革
」

 

コ
ン
テ
ス
ト
開
催
お
よ
び

　
　
　
技
術
研
修
生
を
募
集

伝
統
産
業
技
術
研
修

　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　

市
で
は
毛
皮
革
産
業
を
担
う
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
そ
の
技
術
の
継

承
に
興
味
の
あ
る
方
に
基
礎
的
な
縫

製
技
術
の
習
得
か
ら
毛
皮
革
に
関
す

る
専
門
的
技
術
の
研
修
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

【
内
容
】
次
の
2
コ
ー
ス

「
毛
皮
革
製
品
」
デ
ザ
イ
ン
画

　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

　

市
で
は
毛
皮
革
産
業
の
振
興
を
図

り
、
多
く
の
人
た
ち
が
親
し
み
を
も

つ
毛
皮
革
製
品
を
提
供
す
る
た
め
に

広
く
一
般
の
方
々
か
ら
デ
ザ
イ
ン
画

を
募
集
し
ま
す
。

【
作
品
規
定
】
毛
皮
・
皮
革
を
使
っ
た

作
品
で
マ
フ
ラ
ー
・
帽
子
・
手
袋

な
ど
の
小
物
類

【
対
象
】
Ａ
4
用
紙
に
オ
リ
ジ

ナ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
た
も

の
。
画
材
・
紙
質
は
自
由

【
賞
品
】
最
優
秀
と
優
秀
作
品
に

デ
ザ
イ
ン
画
に
基
づ
い
た
試

作
品
を
贈
呈

【
締
め
切
り
】
9
月
20
日
（
木
）

【
申
し
込
み
・
問
合
せ
】

問
宇
陀
市
菟
田
野
毛
皮
革
産
業

　
振
興
協
議
会

（
☎
84
・
４
０
５
９
）

〒
６
３
３
―
２
２
２
６

菟
田
野
古
市
場
１
５
９
６
‐
２
１

問
商
工
観
光
課

（
☎
82
・
２
４
５
７
／
IP
☎
88
・
９
０
８
１
）

研修日
9/12（水）・22（土）　10/10（水）・20（土）
12/5（水）・15（土）　H31 年 1/9（水）・19（土）
※全 4 回コース　各月１回の受講が必須

内 容 キーホルダーなどの小物、マフラー作り
時 間 （水）10：00 ～ 12：00 ／（土）13：30 ～ 15：30
対 象 毛皮革商品、ファッションやデザインに興味ある方

その他 定員：若干名　費用：無料　随時募集

【Aコース】毛皮革に関する縫製技術の習得

研修日 9 月中旬、10 月上旬、12 月中旬、H31 年１月上旬
※日時は相談の上決定します

対 象 鞣し、染色、仕上げ工程などの毛皮革関連作業に興
味のある方

その他 定員：若干名　費用：無料　随時募集

【Bコース】毛皮革に関する基礎知識と専門的技術の習得

宇
陀
市
　
獣
肉
活
用
事
業
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榛
原
東
町
と
稲
荷
町
で
昔
か
ら

あ
っ
た
盆
踊
り
を
復
活
し
て

早
7
年
が
経
ち
ま
し
た
。

復
活
を
考
え
た
き
っ
か
け
は
、

14
年
程
前
に
榛
原
町
役
場
庁

舎
（
今
の
市
役
所
庁
舎
）
で
の
催

し
物
で
町
内
の
太
鼓
台
を
展
示
し
た

こ
と
。
私
た
ち
の
地
域
に
は
昔
か
ら

太
鼓
台
と
盆
踊
り
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
い
ず
れ
も
後
継
者
不
足
な
ど
で

長
い
期
間
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
た

ん
で
す
。
そ
の
中
で
、
長
期
間
、
担

が
れ
ず
に
傷
ん
で
い
る
太
鼓
台
を
人

前
に
出
し
た
時
に
何
と
も
い
え
な
い

寂
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
何
と
か
し
て
地
域
の
伝

統
行
事
を
復
活
さ
せ
た
い
と
、
地
域

や
い
ろ
ん
な
方
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
ま
ず
太
鼓

台
が
、
続
い
て
盆
踊
り
が
復
活
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
盆
踊
り
に
お

い
て
は
約
40
年
ぶ
り
の
復
活
で
し
た
。

「
楽
」と
い
う
名
前
は
、
と
に
か

く
大
変
な
こ
と
も
う
れ
し

い
こ
と
も
み
ん
な
で
楽
し
み
た
い
と

願
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
。

　

ま
た
、
多
世
代
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
い
た
い
と
毎
年
い
ろ
ん
な
趣
向

を
凝
ら
し
ま
し
た
。
例
え
ば
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
Ｄ
Ｊ
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
昔
だ
け

じ
ゃ
な
く
今
の
文
化
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
で
き
る
よ

う
な
「
新
伝
統
行
事
」
を
目
指
し
ま

し
た
。
僕
と
し
て
は
こ
う
い
っ
た
今

昔
の
交
流
の
中
で
若
い
人
に
も
「
盆

踊
り
」
そ
し
て
、
こ
の
空
気
を
感
じ

て
も
ら
え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
「
古
い
も
の
」「
伝
統
」

は
先
輩
方
が
築
い
て
く
れ
た
す

ば
ら
し
い
価
値
あ
る
も
の
で
す
。

僕
が
幼
稚
園
の
時
は
2
日
間
に

わ
た
っ
て
盆
踊
り
が
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
様
子
が
小
さ
い

な
が
ら
も
の
す
ご
い
印
象
に
残
っ
た

ん
で
し
ょ
う
ね
。大
人
に
な
っ
て
も
、

「
あ
の
時
の
風
景
を
も
う
一
度
み
た

い
」
と
ず
っ
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

自
治
会
や
宗
祐
寺
、
そ
し
て
仲
間
や

多
く
の
方
々
の
お
か
げ
で
そ
の
願
い

が
叶
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

承
前
啓
後
（
し
ょ
う
ぜ
ん
け
い
ご
）

 

～
古
き
良
き
伝
統
を
新
し
く
未
来
へ
繋
げ
た
い
～

　「
楽
」
盆
踊
り
実
行
委
員
会
代
表
　
福
田
了
也
さ
ん

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
榛
原
萩
原
）8月18日宗祐寺で！

詳細はFacebook「楽盆踊り」

み
ん
な
で
作
る
宇
陀
市
の
総
合
計
画
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
　
　
　 

ご
意
見
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

問
企
画
課
（
☎
82
・
１
３
６
２
／
IP
☎
88
・
９
０
７
４
）

　

現
在
策
定
中
の
第
2
次
総
合
計
画

は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運

営
の
指
針
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の

長
期
的
な
展
望
を
示
す
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
計
画
の
策
定
に
際
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
や
宇
陀
市
み
ら
い
会
議

の
開
催
な
ど
、
様
々
な
形
で
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
い
た
だ
い
て

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
こ
の

度
基
本
構
想
の
骨
子
（
案
）
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
よ
り
良
い
計
画
と
な
る

よ
う
改
め
て
皆
さ
ん
か
ら
骨
子
（
案
）

に
つ
い
て
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
個
々

の
ご
意
見
に
直
接
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】８
月
１
日（
水
）～
31
日（
金
）

【
対
象
】

○
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
ま
た
は

市
内
に
居
住
す
る
方

○
市
内
在
勤
、
在
学
の
方

○
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
お

よ
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

宇
陀
市
総
合
計
画
　
パ
ブ
コ
メ

宇陀市
 市政モニター 募集！

アンケートに答えて
市政に参加‼

【
閲
覧
場
所
】

○
市
役
所
企
画
課

○
各
地
域
事
務
所

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

【
意
見
等
の
提
出
方
法
】「
意
見
記
入

用
紙
」
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
連
絡
先
を
記
入
い
た
だ
き
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー

ル
、
直
接
持
参
の
い
ず
れ
か
の
方

法
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
意
見
記
入
用
紙
」
は
、
閲
覧
場

所
の
窓
口
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

　市政への市民参加と開かれた市政を実現す
ることを目的に市政モニターを公募します。
市政の重要な課題や市民生活に関係の深い事
柄など、アンケート調査にご参加ください。

【対象】市内在住の中学生以上の方
 ※ただし、市職員、市議会議員の方は除く。

【任期】選任の日から約 2 年間

【内容】市が依頼するアンケートへの回答（年
４回程度）

【申し込み】8 月 31 日（金）までに、申込書
にて秘書広報情報課もしくは各地域事務
所へ。ホームページからも申し込みでき
ます。

　　　申込書は、市役所、各地域事務所また
はホームページで。

問秘書広報情報課
（☎ 82・3912 ／ IP ☎ 88・9083）

宇陀市　市政モニター
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